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第一部　羽衣を題材に

　

本
稿
で
は
、
羽
衣
の
キ
リ
を
例
と
し
な
が
ら
、
明
治
以
降
の
謡
本
の
特
徴
と
進

化
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
く
。

一
．
檜
常
之
助
（
特
約
店　

堀
井
呉
三
郎
）　

明
治
二
六
年

■

一
―
四
、
羽
衣
の
謡
本
の
歴
史
―
明
治
以
降
の
羽
衣
の
謡
本
■

上
野　

正
章
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

天
保
一
一
年
版
の
再
版
で
、
和
本
の
形
態
を
取
り
、
千
鳥
模
様
打
抜
き
薄
茶
色

の
表
紙
に
長
形
題
簽
を
あ
し
ら
う
。
直
シ
は
「
同
」、「
上
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、

「
ク
ル
」、「
打
返
」、「
打
上
」、「
ト
ル
」、「
ハ
シ
リ
」、「
キ
リ
」、「
句
切
点
」
が

印
刷
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
朱
書
き
で
補
わ
れ
て
い
る
。
補
筆
は
丁
寧
で
、
ゴ
マ

点
が
全
面
的
に
修
正
さ
れ
、
打
切
の
「
ウ
」
や
「
ヲ
」、「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
紅
色
に
よ
る
訂
正
も
認
め
ら
れ
る
。
現
行
の
大
成
版
と

比
べ
る
と
浮
キ
の
数
が
は
る
か
に
少
な
い
。口
伝
の
領
域
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
多
く
の
印
刷
譜
へ
の
加
筆
修
正
か
ら
、印
刷
譜
に
対
す
る
口
伝
の
優
先
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
付
に
は
、
訂
正
者
観
世
清
廉
、
発
行
者
兼
印
刷
者
檜
常
之
助
、
特
約
店
堀
井

呉
三
郎
の
名
前
が
あ
る
。か
つ
て
の
版
元
山
本
長
兵
衛
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る

が
、
頭
に
「
旧
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
版
権
移
譲
と
、
分
業
体
制
に
よ
る
出
版
活

動
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
．『
明
治
新
版
謡
内
百
拾
番

全
』
檜
常
之
助
（
発
売
人

堀
井
呉

三
郎
）　

明
治
三
一
年

携
帯
用
謡
本
。
二
〇
五
グ
ラ
ム
。『
明
治
新
版　

謡
外
別
能
九
拾
番
全　

新
謡

乱
曲
附
』
と
セ
ッ
ト
で
全
番
組
を
網
羅
し
、
本
書
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
現
行

の
内
組
に
等
し
い
内
組
一
一
〇
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
驚

く
ほ
ど
良
好
で
、書
き
込
み
は
無
い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

詞
章
に
付
さ
れ
た
指
示
や
記
号
は
明
治
二
六
年
版
に
ほ
ぼ
共
通
し
、「
同
」、

「
上
」、「
ク
ル
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、「
キ
リ
」、「
打
上
」、「
ト
ル
」、「
ハ
シ
リ
」、

「
句
切
点
」
に
打
切
の
「
ウ
」
が
加
わ
る
。
た
だ
し
、
先
述
の
明
治
二
六
年
版
と

字
体
は
異
な
る
。
画
数
の
多
い
漢
字
の
仮
名
書
き
や
、簡
略
化
し
た
字
体
へ
の
置

き
換
え
も
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
縮
小
印
刷
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
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三
．
檜
常
之
助　

明
治
三
二
〜
三
四
年　

初
版

和
装
、
丁
子
引
の
表
紙
、
横
型
題
簽
の
粋
な
装
丁
の
謡
本
。
檜
書
店
に
よ
る
初

め
て
直
シ
を
十
全
に
印
刷
し
た
画
期
的
な
謡
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。
従
来
、謡
本

の
直
シ
は
覚
え
書
き
程
度
に
印
刷
し
、稽
古
の
過
程
で
師
匠
が
朱
で
補
う
も
の
と

さ
れ
て
い
た
。

観
世
清
廉
に
よ
る
直
シ
や
説
明
は
詳
し
い
。「
同
」、「
上
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、

「
ク
ル
」、「
ヲ
」、「
入
」、「
ウ
」、「
下
ニ
ウ
」、「
イ
」、「
ア
」、「
含
」、「
ツ
メ
ル
」、

「
ト
ル
」、「
打
返
」、「
打
上
」、「
ヤ
ヲ
」、「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
キ
リ
」、「
句

切
点
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
の
読
み
方
も
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
。

相
当
使
い
古
さ
れ
た
観
が
あ
る
も
の
の
、謡
本
へ
の
書
き
込
み
は
非
常
に
少
な

い
。「
国
土
に
こ
れ
を
」
の
あ
と
の
「
。」
が
胡
粉
で
消
さ
れ
、「
ほ
ど
こ
し
」
の

「
し
」
に
引
キ
節
が
加
え
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
だ
い
た
い
例
外
な
く
印
刷

さ
れ
た
記
号
に
従
っ
て
稽
古
し
、
謡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
弱
吟
に
お
け

る
「
下
ニ
ウ
」
の
謡
い
方
は
不
明
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

四
．
檜
常
之
助　

明
治
三
二
〜
三
四
年　

第
二
版　

明
治
四
〇
年
〜
四
二
年

檜
書
店
に
よ
る
最
初
の
直
シ
入
り
謡
本
の
第
二
版
。木
版
印
刷
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
、
版
面
の
文
字
が
初
版
に
比
べ
て
全
体
に
心
持
ち
太
く
な
っ
て
い
る
。

再
版
に
際
し
て
の
直
シ
や
解
説
の
修
正
・
削
除
は
無
い
。
た
だ
し
、
い
く
ら
か

使
用
者
に
よ
る
朱
の
直
シ
が
あ
る
。
ま
ず
、四
行
目
「
国
土
成
就
七
宝
」
の
「
国

土
成
就
」
と
「
七
宝
」
の
間
に
「
上
」
が
補
わ
れ
、「
七
宝
」
か
ら
上
音
の
音
域

に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。「
下
中
ニ
」
や
「
ヲ
．」
の
記
入
に
よ
っ
て
中
ウ
キ
が

明
確
に
な
る
。「
サ
ラ
リ
ト
朗
カ
ニ
」
と
い
う
表
情
を
示
す
書
き
込
み
も
あ
り
、

引
キ
節
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。楽
譜
を
土
台
に
自
分
の
受
け
継
い
だ
謡
い
方
を
書

き
入
れ
る
と
い
う
昔
と
変
わ
ら
な
い
師
匠
の
指
導
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
い
は
、
後
続
の
増
刷
や
大
正
版
、
昭
和
版
を
見
て
書
き
込
ん
だ
と
い
う
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
か
す
か
に
成
て
」
の
「
か
」
の
「
入
」
は
、
墨
で

加
筆
さ
れ
て
い
る
。



─ 23 ─

第一部　羽衣を題材に

五
．
檜
常
之
助　

明
治
三
二
〜
三
四
年　

再
版
（
第
三
版
以
降
）
明
治
四
四
年

版
と
刷
の
区
分
が
曖
昧
だ
が
、
第
二
版
の
後
な
の
で
、
第
三
版
以
降
で
あ
る
。

装
丁
が
変
化
し
、
水
色
の
表
紙
に
金
銀
振
り
和
紙
の
横
型
題
簽
を
あ
し
ら
う
。

詞
章
の
章
句
や
字
体
は
、
濁
点
の
加
筆
修
正
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
初
版
を

踏
襲
す
る
。
他
方
、印
刷
さ
れ
た
直
シ
は
初
版
と
異
な
る
筆
致
で
改
稿
さ
れ
て
い

る
。
い
く
ら
か
修
正
も
あ
り
、「
東
あ
そ
び
の
」
の
「
の
」
に
引
キ
節
が
加
筆
さ

れ
、「
七
宝
充
満
」
の
冒
頭
に
「
上
」
が
加
わ
る
。
逆
に
「
う
き
島
」
の
「
き
」、

「
霞
に
ま
ぎ
れ
て
」
の
「
ま
」
に
付
さ
れ
た
引
キ
節
は
削
除
さ
れ
る
。
ま
た
「
か

す
か
に
成
て
」
の
「
ク
ル
」
の
あ
と
の
「
に
」
に
は
「
入
」
が
書
き
添
え
ら
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
大
き
な
変
化
は
、「
時
」
に
付
さ
れ
た
「
下
ニ
ウ
」
の
削
除
と
、

直
前
の
「
に
」
へ
の
「
ウ
」
の
付
与
で
あ
る
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

六
．
檜
常
之
助
（
檜
大
瓜
堂
）　

大
正
五
年

一
九
歳
の
観
世
元
滋
に
よ
る
謡
本
。
著
者
表
記
が
「
再
訂
正
者　

観
世
元
滋
」

と
な
る
。
印
刷
さ
れ
た
直
シ
は
清
廉
に
よ
る
直
シ
入
謡
本
の
再
版（
明
治
四
四
年

一
二
月
二
五
日
）
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
御
願
円
満
の
願
の
読
み
が
「
く
わ
ん
」
か
ら

「
ぐ
わ
ん
」
に
変
化
す
る
程
度
で
、
筆
致
も
等
し
い
。
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第一部　羽衣を題材に

七
．
檜
常
之
助
（
檜
大
瓜
堂
）　

大
正
九
年
〜
一
〇
年　

第
八
版
（
昭
和
二
年
）

大
正
版
と
し
て
知
ら
れ
る
謡
本
。
書
体
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
全
て
変
更
さ
れ
、曲

の
冒
頭
に
解
説
と
配
役
表
が
付
属
す
る
。当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
変

化
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、キ
リ
冒
頭
の
「
東
あ
そ
び
の
か
ず
か

ず
に
」
の
繰
り
返
し
が
、踊
り
字
で
略
記
さ
れ
ず
に
言
葉
で
記
さ
れ
て
い
る
。
初

心
者
に
対
し
て
親
し
み
や
す
く
な
っ
た
。

直
シ
は
「
上
」、「
下
」、「
中
」、「
中
サ
ゲ
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、「
ヲ
」、「
ヲ
．」、

「
入
」、「
ウ
」、「
イ
」、「
ア
」、「
含
」、「
ツ
メ
ル
」、「
ト
ル
」、「
打
返
」、「
打
上

打
返
」、「
ヤ
ヲ
」、「
ヤ
ア
」、「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
キ
リ
」、「
句
切
点
」
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
。檜
書
店
の
謡
本
に
お
い
て
中
と
中
ウ
キ
が
初
め
て
明
確
に
区

分
さ
れ
、「
ヤ
ヲ
」
と
「
ヤ
ア
」
の
半
拍
も
弁
別
さ
れ
て
い
る
。
他
方
「
同
」
は

無
い
。
朱
に
よ
る
書
き
込
み
は
無
い
。

「
訂
正
著
作
者
廿
四
世
観
世
元
滋
」
と
い
う
表
記
か
ら
、
著
者
意
識
の
芽
生
え

が
う
か
が
え
る
。
な
お
、本
謡
本
の
刊
行
に
際
し
て
解
説
本
の
『
大
正
改
版
節
付

凡
例　

観
世
流
謡
曲
正
本
精
解
』
も
出
版
さ
れ
た
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

八
．
檜
常
之
助
（
檜
書
店
）、
昭
和
九
年　

初
版

大
正
版
の
出
版
後
、
そ
れ
ほ
ど
時
を
置
か
ず
に
昭
和
版
の
出
版
が
開
始
さ
れ

た
。
本
文
二
色
刷
の
美
し
い
謡
本
で
、新
た
に
詳
細
な
解
説
と
演
能
素
描
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
る
。
前
付
の
解
説
は

概
、
謡
い
方
、
能
の
異
式
、
語
釈
、
間
狂

言
、
小
道
具
作
り
物
装
束
附
に
ま
で
及
び
、
鼇
頭
（
頭
書
）
は
素
描
で
役
者
の
所

作
を
示
す
。

逆
に
節
付
の
変
更
は
少
な
い
。「
さ
る
ほ
ど
に
」
の
引
キ
節
が
変
更
さ
れ
、
大

正
版
で
加
え
ら
れ
た
「
中
」
が
消
去
さ
れ
た
程
度
で
あ
り
、謡
曲
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
充
実
に
力
が
注
が
れ
る
。
併
せ
て
解
説
書
の『
昭
和
版
節
付
凡
例　

観
世
流

謡
曲
製
本
解
説
』
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
著
者
表
示
は
「
訂
正
著
作
者　

廿
四
世
観
世
左
近
」。
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九
．
山
内
千
秋[

観
世
流
改
訂
本
刊
行
会]　

明
治
四
二
年　

初
版

丸
岡
桂
が
中
心
に
な
り
、
国
文
学
者
の
井
上
頼
圀
、
謡
曲
家
の
観
世
清
之
と
共

同
で
編
集
・
出
版
し
た
謡
本
。
節
付
け
の
全
面
的
な
検
討
、
国
文
学
の
泰
斗
に
よ

る
詞
章
の
校
訂
、
謡
曲
界
の
重
鎮
に
よ
る
直
シ
、
低
価
格
が
評
判
に
な
り
、
爆
発

的
に
普
及
し
た
。
革
新
的
な
試
み
は
、そ
の
後
の
謡
本
の
在
り
方
を
方
向
付
け
て

い
っ
た
。

使
用
さ
れ
て
い
る
記
号
は
、「
同
」、「
上
」、「
下
」、「
中
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、

「
ヲ
」、「
ヲ
．」、「
入
」、「
ウ
」、「
イ
」、「
ア
」、「
含
」、「
ツ
メ
ル
」、「
ト
ル
」、

「
打
返
」、「
打
上
」、「
ヤ
ヲ
」、「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
キ
リ
」、「
句
切
点
」。

上
と
上
ウ
キ
の
峻
別
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
謡
本

の
出
版
に
あ
わ
せ
て
大
部
な
解
説
書
で
あ
る
『
観
世
流
改
訂
謡
本
別
巻
』
も
出
版

さ
れ
た
。
ま
た
、
奥
付
に
丸
岡
等
の
名
前
が
な
い
の
は
、
出
版
に
際
し
て
生
じ
た

著
作
権
を
巡
る
係
争
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

一
〇
．
観
世
流
改
訂
本
刊
行
会　

大
正
六
年

出
版
以
来
順
調
に
版
を
重
ね
て
き
た
観
世
流
改
訂
謡
本
は
、大
正
五
年
に
大
改

定
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
譜
面
は
、
字
体
が
読
み
易
く
な
り
、
反
復
記
号
が
廃
止
さ

れ
た
。
節
付
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、「
御
願
円
満
」
の
「
満
」
に
「
ヲ
．」

に
替
え
て
「
中
二
下
」（
中
落
シ
）
が
記
さ
れ
、「
国
土
成
就
」
の
「
国
」
に
「
ハ

ル
」
が
記
さ
れ
、「
七
宝
充
満
」
の
「
充
」
の
「
ク
ル
」
を
削
除
、「
時
移
つ
て
」

の
「
移
」
の
「
ア
」
を
削
除
、「
さ
る
程
に
」
と
「
浮
島
」
の
「
ウ
」
を
削
除
、

「
霞
に
ま
ぎ
れ
て　

失
せ
に
け
り
」
の
「
て
」
の
「
イ
」
を
削
除
、「
せ
」
の
「
ア
」

を
削
除
と
い
う
変
更
が
な
さ
れ
た
。
拍
子
も
同
様
で
ヤ
ア
の
間
が
示
さ
れ
、「
国

土
成
就
」
の
「
成
就
」
に
ハ
シ
リ
が
付
く
。
ま
た
、
前
付
に
は
、
解
題
、
小
書
、

謡
方

概
、辞
解
が
付
け
加
え
ら
れ
た
（
復
興
版
別
冊　

観
世
流
改
訂
本
解
説
に

よ
る
）。
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第一部　羽衣を題材に

一
一
．『
謡
曲
百
番
集
』　

謡
曲
珍
書
会　

明
治
四
四
年

謡
曲
珍
書
会
発
行
の
謡
本
。
出
版
事
項
の
記
述
は
少
な
い
。『
謡
曲
百
番
集
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
、「
謡
曲
珍
書
会
会
員
協
刷
」、「
東
京
、
浅
草
、
黒
船
、
廿

八
」と
い
う
お
そ
ら
く
版
元
の
名
称
と
住
所
だ
け
で
あ
る
。
表
章
等
の
先
行
研
究

を
援
用
す
る
と
、梅
若
新
太
郎
に
よ
る
梅
若
流
の
謡
本
と
考
え
ら
れ
る
。
直
シ
は

詳
細
で
、「
同
」、「
上
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、「
ヲ
」、「
入
」、「
ウ
」、「
下

ニ
ウ
」、「
イ
」、「
ア
」、「
含
」、「
ツ
メ
ル
」、「
ト
ル
」、「
打
上
」、「
打
込
」、「
ヤ

ヲ
」、「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
キ
リ
」、「
句
切
点
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
直
シ

は
明
治
三
二
〜
三
四
年
の
檜
書
店
発
行
の
謡
本
に
酷
似
す
る
。関
連
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

定
価
の
記
載
は
な
い
。
会
員
に
限
定
配
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

一
二
．
常
磐
会　

大
正
三
年　

第
五
版　

大
正
九
年

大
阪
の
大
西
鑑
一
郎
が
孫
の
大
喜
多
信
秀
の
名
で
出
版
し
た
謡
本
。節
付
は
近

世
京
都
の
謡
い
方
に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
古
体
を
残
す
。
出
版
地
と
、
大
正
三
年
に

初
版
、
四
年
に
再
版
、
五
年
に
第
三
版
、
七
年
に
第
四
版
、
九
年
に
第
五
版
と
い

う
記
述
か
ら
関
西
地
域
で
の
一
定
の
普
及
が
う
か
が
え
る
。直
シ
は「
同
」、「
上
」、

「
下
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、「
ヲ
」、「
イ
」、「
ト
ル
」、「
打
返
」、「
打
上
」、
打
切

の
「
ウ
」、「
ハ
シ
リ
」、「
句
切
点
」「
引
キ
節
」、「
キ
リ
」、
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
。
解
説
書
の
『
謡
曲
秘
伝
書
』
と
共
に
出
版
さ
れ
た
。
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第一部　羽衣を題材に

一
三
．『
観
世
謡
曲　

う
た
ひ
ま
な
び
』　

檜
常
之
助　

明
治
三
四
年

京
都
の
井
上
宗
胤
に
よ
る
学
習
用
小
謡
集
。発
音
の
指
針
の
記
さ
れ
た
五
十
音

図
と
六
首
の
謡
道
歌
、八
五
編
の
小
謡
か
ら
成
る
。
節
付
の
記
号
は「
上
」、「
下
」、

「
ク
ル
」、「
ハ
ル
」、「
ト
ル
」、「
ハ
シ
リ
」、「
句
切
点
」
の
み
で
、
間
拍
子
も
な

い
。
師
匠
の
指
導
お
よ
び
直
シ
の
記
入
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
井
上
勝
太
郎

を
通
じ
て
本
書
を
知
っ
た
観
世
清
廉
が
、小
謡
の
適
切
な
選
択
や
配
列
の
工
夫
を

評
価
し
、初
学
者
の
学
習
用
に
出
版
を
取
り
計
ら
っ
た
。
著
作
者
に
は
清
廉
の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
書
に
出
版
の
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

一
四
．『
諸
祝
言
小
謡　

全
』　

平
沢
潤
助
、
明
治
一
八
年
。

小
謡
集
。
福
井
の
池
宮
清
八
編
集
に
よ
る
小
謡
集
。
同
福
井
の
平
沢
潤
助
が
出

版
し
、
金
沢
の
中
村
喜
平
が
販
売
し
た
。
謡
本
出
版
の
寡
占
化
以
前
、
日
本
各
地

で
小
謡
集
の
出
版
が
認
め
ら
れ
る
。
節
付
は
「
上
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、

「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
句
切
点
」
の
み
だ
が
、「
ト
リ
」
が
記
さ
れ
て
い
て
、

句
切
れ
も
区
分
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
入
り
で
、
小
舟
に
乗
っ
た
白
龍
が
、
空
を
舞

う
天
女
に
向
っ
て
手
を
振
っ
て
い
る
。
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第一部　羽衣を題材に

一
五
．『
万
寶
小
諷
大
成　

全
』　

中
村
浅
吉
（
風
祥
堂
）　

発
行
年
未
記
載

教
典
の
出
版
で
知
ら
れ
る
京
都
の
書
肆
の
中
村
風
祥
堂
に
よ
る
小
謡
集
。刊
行

年
は
未
記
載
だ
が
、
出
版
社
の
設
立
が
明
治
一
九
年
で
あ
り
、
近
代
に
な
っ
て
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
直
シ
は
「
上
」、「
下
」、「
ハ
ル
」、「
ク
ル
」、「
ヲ
」、

「
ハ
シ
リ
」、「
引
キ
節
」、「
ウ
」、「
キ
リ
」、「
句
切
点
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
か
す
み
に
ま
ぎ
れ
て　

う
せ
に
け
り
」
の
「
て
」
に
付
け
ら
れ
た
記
号
は
判
別

不
明
。
お
そ
ら
く
「
イ
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
挿
絵
は
松
の
生
い
茂
っ
た
浜
辺

で
、
帆
掛
け
船
が
二
艘
見
え
る
。
背
後
の
山
は
富
士
山
に
似
る
。
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一－四、羽衣の謡本の歴史─明治以降の羽衣の謡本（上野）

解
説明

治
期
以
降
の
謡
本
に
顕
著
な
の
は
、
記
譜
の
精
緻
化
、
注
釈
の
充
実
、
著
作

権
意
識
の
刷
新
で
あ
る
。

明
治
期
中
頃
か
ら
観
世
流
に
お
い
て
詳
細
に
謡
い
方
を
記
譜
す
る
試
み
が
始

ま
り
、
こ
れ
を
引
き
継
い
で
明
治
期
末
に
丸
岡
桂
、
観
世
清
之
、
井
上
頼
圀
が

『
観
世
流
改
訂
謡
本
』
を
出
版
し
た
。
徹
底
し
た
校
訂
と
記
譜
法
の
見
直
し
を
試

み
た
新
本
は
謡
曲
家
達
の
強
い
支
持
を
受
け
、
他
社
も
追
従
し
、
謡
曲
界
に
変
革

を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
に
並
行
し
て
語
釈
や
背
景
知
識
も
謡
本
に
併
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
付
属
解
説
書
の
出
版
（『
観
世
流
改
訂
謡
本
別
巻
』、『
大
正
改
版
節
付

凡
例　

観
世
流
謡
曲
正
本
精
解
』
等
々
）
が
試
み
ら
れ
た
謡
本
も
散
見
さ
れ
る
。

明
治
期
は
出
版
に
関
す
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。奥
付

を
辿
る
と
、著
作
権
法
（
明
治
三
二
年
施
行
）
が
徐
々
に
謡
本
出
版
界
に
浸
透
す

る
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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読
み
や
す
さ
を
優
先
し
、
ヤ
ケ
が
強
い
謡
本
の
本
文
に
は
色
調
補
正
を
施
し
た
。


